


◎＝委員長　○＝副委員長

　この度、副議長に選任
され、責任の重さを痛感し
ております。
　議長の補佐役として、
議会基本条例を基に、行
政の課題解決に向け共
通認識を持ち、町政の発
展に力を注ぐとともに、さら
に信頼される議会、開か
れた議会の構築に努めて
まいります。
　皆さまのご指導ご鞭撻、
よろしくお願いいたします。

議　長
三井　猛河田あけみ

副議長

　このたび、5月の臨時議会で議長に推
挙され、誠に光栄であるとともに、職責の
重大さを深く認識し、身の引き締まる思
いです。
　小さくても財政豊かといわれた昭和
町も、財政状況は厳しくなりつつあります。
さらなる議会改革・行財政改革が求めら
れる中での議長就任ですが、町民の声
を行政に反映すべき、新たな視点で議
会の役割を果たしたいと思っております。
　今後も皆さま方のご指導ご鞭撻をお
願い申し上げ、就任のあいさつといたし
ます。

◎林　　和仁　

○依田　茂巳

　田中　博愛

　塚原　將司

　鷹野　一雄

◎中澤　康夫

○薬袋　義久

　遠藤　辰男

　樋口　敏夫

　堀　　門太



◎石原　高明

○金丸　富一

　河田　あけみ

　河住　保茂

　石原　一好

◎石原　高明

○堀　　門太

　林　　和仁

　石原　一好

　金丸　富一

　依田　茂巳



飯喰公会堂完成予想図（H28.2月完成予定）

平
成
27
年
6
月
定
例
会
は
、
6
月
9
日
か
ら
15
日
ま
で
の
会
期
7
日
間
で
開
か
れ
ま
し
た
。

町
長
か
ら
追
加
案
件
も
含
め
、
条
例
関
係
4
件
、
平
成
27
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
補
正
予
算

3
件
、
そ
の
他
4
件
の
合
計
11
件
が
提
出
さ
れ
、
議
決
し
ま
し
た
。

一
般
質
問
で
は
4
人
の
議
員
が
7
件
に
つ
い
て
活
発
な
質
問
・
意
見
を
展
開
し
ま
し
た
。

・介護サービス会計
・下水道事業会計

139万円増
7万円減

（総額：1753万円）
（総額：10億13万円）

・飯喰公会堂建設費等補助金
・道水路改良工事
・多目的広場太陽光照明設置工事
・常永小屋内運動場天井工事

3550万円
2840万円
2100万円
1466万円

おもな使いみち

　財源として、国・県からの施設再生可能エネルギー等導入推進
事業費補助金や学校施設環境改善交付金、そして財政調整基金を
取り崩し、計2億687万円を増額し、総額67億7987万円としました。

5月臨時会

※全員賛成で可決

・国民健康保険税条例の一部改正
・税条例等の一部改正
・平成26年度一般会計補正予算（第6号）
・平成26年度渇水対策事業特別会計補正予算（第2号）



多目的広場完成予想図
※H28.10月供用開始予定

満
12
歳

旧

新
満
15
歳

対象年齢
・
子
育
て
支
援
医
療
費
助
成
金

　
の
支
給
に
関
す
る
条
例
の
改

　
正

　
子
育
て
世
帯
の
経
済
的
負
担

を
軽
減
す
る
た
め
、
医
療
費
助

成
金
の
支
給
対
象
者
を
拡
大
。

・
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成

　
金
の
支
給
に
関
す
る
条
例
改

　
正

・
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助

　
成
金
の
支
給
に
関
す
る
条
例

　
の
改
正

　
子
育
て
支
援
医
療
費
助
成
金

の
支
給
対
象
者
を
拡
大
す
る
こ

と
に
伴
う
改
正
。

・
介
護
保
険
条
例
中
改
正

　
平
成
27
年
度
か
ら
29
年
度
ま

で
の
各
年
度
に
お
け
る
、
第
1

号
被
保
険
者
の
保
険
料
率
を
、

2
万
9
7
0
0
円
と
す
る
も
の
。

※
全
員
賛
成
で
可
決

　
町
道
5
2
8
号
線（
飯
喰
区
）、

7
2
6
号
線（
河
東
中
島
区
）、

7
2
7
号
線
・
7
2
8
号
線
・

7
2
9
号
線（
紙
漉
阿
原
区
）を

町
道
と
し
て
認
定
す
る
も
の
。

※
全
員
賛
成
で
可
決

・
甲
府
地
区
広
域
行
政
事
務
組

　
合
規
約
の
変
更

　
こ
れ
ま
で
「
災
害
弱
者
緊
急

通
報
シ
ス
テ
ム
に
付
置
し
た
生

活
リ
ズ
ム
セ
ン
サ
ー
の
取
扱
い

事
務
」
に
つ
い
て
、
甲
府
地
区

広
域
行
政
事
務
組
合
の
事
務
と

さ
れ
て
い
た
が
、
各
組
織
市
町

が
事
業
主
体
と
な
り
新
た
に
「
ふ

れ
あ
い
ペ
ン
ダ
ン
ト
（
緊
急
通

報
シ
ス
テ
ム
）
」
事
業
を
実
施

す
る
た
め
、
組
合
規
約
関
係
条

項
を
変
更
す
る
も
の
。
（
H
27

年
10
月
1
日
よ
り
）

※
全
員
賛
成
で
可
決

・
多
目
的
広
場
整
備
工
事

【
1
工
区
】
請
負
契
約
締
結

・
多
目
的
広
場
整
備
工
事

【
2
工
区
】
請
負
契
約
締
結

※
全
員
賛
成
で
可
決

2工区

1工区

H27.6月完成



第
2
回
定
例
会（
6
月
）
委
員
会
質
疑

総
務
常
任
委
員
会

災
害
用
備
蓄
食
糧
の

処
分
方
法
は

ふ
れ
あ
い
ペ
ン
ダ
ン
ト

の
運
用
は

水
源
対
策

特
別
委
員
会

田
中
議
員
　
水
位
に
変
化
が
み

ら
れ
、
高
い
と
き
は
田
畑
等
が

ド
ブ
田
に
な
る
。
甲
府
市
の
対

応
は
。

環
境
経
済
課
長
　
補
償
井
戸
揚

水
調
整
を
、
甲
府
市
上
下
水
道

局
に
依
頼
し
て
い
る
。

田
中
議
員
　
測
定
に
よ
る
と
、

釜
無
工
業
団
地
公
園
付
近
の
水

位
が
他
に
比
べ
低
い
が
要
因
は
。

ま
た
専
門
家
に
よ
る
検
証
も
必

要
と
思
う
が
。

環
境
経
済
課
長
　
専
門
家
の
見

解
を
仰
ぐ
こ
と
も
検
討
し
た
い

が
、
地
表
面
か
ら
の
測
定
の
た

め
、
標
高
差
に
よ
り
低
い
こ
と

も
あ
る
。

工
業
団
地
北
の
水
位

が
下
が
る
要
因
は

地
方
分
権
対
策
特
別
委
員
会

増
え
る

ふ
る
さ
と
納
税
は

依
田
議
員
　
6
月
8
日

現
在
、
63
万
円
の
寄
付

金
が
あ
る
が
使
途
は
。

総
務
課
長
　
寄
付
者
の

希
望
を
聞
き
、
使
途
は

福
祉
・
文
化
・
一
般
に

分
か
れ
て
い
る
。

石
原
（
高
）議
員
　
高
額

寄
付
者
へ
の
特
典
は
。

総
務
課
長
　
柔
軟
に
考

え
て
お
り
、
今
年
度
中
、

早
急
に
検
討
し
報
告
す
る
。

金
丸
議
員
　
5
カ
年
計

画
だ
が
、
担
当
者
の
異

動
時
の
対
応
は
。

総
務
課
長
　
会
議
等
で

職
員
間
の
連
携
を
図
り
、

情
報
共
有
を
密
に
し
、

取
り
組
ん
で
い
る
。

石
原
（
一
）
議
員
　
企
業

流
出
の
防
止
策
は
。

総
務
課
長
　
釜
無
工
業

会
と
は
懇
談
会
等
、
協

議
し
て
お
り
、
国
母
工

業
団
地
企
業
は
2
市
1

町
で
今
後
進
め
て
い
き

た
い
。
イ
オ
ン
、
イ
ト
ー

ヨ
ー
カ
堂
に
つ
い
て
は

代
表
者
が
来
庁
時
、
要

望
等
を
協
議
し
て
い
る
。

中
澤
議
員
　
調
整
区
域

内
で
特
区
の
指
定
を
受

け
た
農
地
付
き
分
譲
の

展
開
を
。

総
務
課
長
　
平
成
28
年

度
目
標
で
、
県
か
ら
の

開
発
等
権
限
移
譲
を
進

め
て
い
る
。
そ
の
中
で

ど
の
よ
う
な
こ
と
が
で

き
る
か
検
討
し
て
い
く
。

 
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
法
に
基
づ
き
策
定
す

る
も
の
。
国
は
こ
の
法
律

に
基
づ
く
新
し
い
交
付
金

の
創
設
に
あ
た
り
、
市
町

村
ご
と
に
総
合
戦
略
を
策

定
す
る
よ
う
求
め
て
い
る
。

総
合
戦
略

河
住
議
員
　
災
害
用
備
蓄
食

糧
の
カ
ロ
リ
ー
メ
イ
ト
の
賞

味
期
限
が
8
月
14
日
に
切
れ

る
。
も
っ
と
早
い
時
期
に
処

分
方
法
を
考
え
ら
れ
な
か
っ

た
の
か
。

企
画
財
政
課
長
　
賞
味
期
限

の
1
カ
月
前
に
買
い
替
え
、

従
前
の
備
蓄
食
料
は
社
会
福

祉
協
議
会
を
通
じ
て
、
フ
ー

ド
バ
ン
ク
山
梨
に
寄
贈
す
る
。

河
住
議
員
　
ふ
れ
あ
い
ペ
ン

ダ
ン
ト
は
今
後
増
え
る
と
思

う
が
、
N
P
O
法
人
が
受
け

て
消
防
に
通
報
す
る
が
、
二

重
手
間
に
な
ら
な
い
か
。

総
務
課
長
　
緊
急
性
に
対
す

る
判
断
が
難
し
い
が
、
10
人

体
制
で
業
務
を
行
っ
て
お
り
、

1
件
に
つ
き
2
人
体
制
で
話

の
聞
き
役
と
、
消
防
と
の
連

絡
調
整
役
を
し
て
お
り
、
業

務
的
に
は
ス
ム
ー
ズ
で
あ
る
。

総
合
戦
略
策
定
は

高
齢
者
の
見
守
り
の
た
め
の
シ
ス
テ
ム

ふ
れ
あ
い
ペ
ン
ダ
ン
ト

（
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
）



第
2
回
定
例
会（
6
月
）
委
員
会
質
疑

教
育
厚
生
常
任
委
員
会

河
田
議
員
　
財
源
に
国
庫
補
助
の
見

込
み
は
あ
る
の
か
。

町
民
窓
口
課
長
　
対
象
に
な
る
よ
う

に
努
め
る
が
、
現
段
階
で
は
確
定
で

は
な
い
。

河
住
議
員
　
国
庫
補
助
が
あ
る
場
合
、

期
間
は
1
年
か
5
年
か
。

町
民
窓
口
課
長
　
計
画
は
5
年
で
策

定
す
る
。
国
の
判
断
が
不
明
で
断
言

で
き
な
い
。

依
田
議
員
　
今
回
の
改
正
に
伴
う
シ

ス
テ
ム
改
修
費
が
実
際
の
医
療
費
給

付
金
を
上
回
る
が
。

町
民
窓
口
課
長
　
現
状
の
事
務
を
考

え
る
と
改
修
は
必
要
不
可
欠
。
改
修

業
者
に
努
力
を
促
し
、
負
担
を
少
な

く
し
た
い
。

金
丸
議
員
　
改
正
の
経
緯
は
。

い
き
い
き
健
康
課
長
　
法
律
の
改
正

に
伴
い
、
低
所
得
者
へ
の
軽
減
措
置

と
し
て
改
正
す
る
。

石
原
（
一
）
議
員
　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
の
負
担
金
使
途
は
。

福
祉
課
長
　
基
本
的
に
人
件
費
と
思

わ
れ
る
。
サ
ポ
ー
ト
事
業
補
助
金
は

家
事
援
助
を
進
め
る
た
め
の
人
件
費

に
充
て
る
。

河
住
議
員
　
遅
れ
補
習
の
対
象
は
1

年
生
か
ら
6
年
生
ま
で
か
。
保
護
者

対
応
は
済
ん
で
い
る
か
。

学
校
教
育
課
長
　
対
象
は
小
・
中
学

生
全
て
。
学
校
ご
と
、
保
護
者
の
承

諾
を
得
な
が
ら
希
望
を
取
り
実
施
す

る
予
定
。

河
住
議
員
　
希
望
者
の
み
で
な
く
全

児
童
、
生
徒
に
実
施
し
な
い
と
不
平

等
で
は
。
本
人
が
進
ん
で
手
を
あ
げ

る
も
の
な
の
か
。

教
育
長
　
学
力
調
査
で
は
当
町
は
学

力
差
が
大
き
い
た
め
底
上
げ
が
必
要
。

学
力
差
の
あ
る
子
に
は
保
護
者
に
も

働
き
か
け
協
力
し
て
も
ら
う
つ
も
り
。

介
護
保
険
条
例
改
正
は

子
育
て
支
援
医
療
費

助
成
金
の
支
給
は

学
力
向
上

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
は

産
業
土
木
常
任
委
員
会

田
中
議
員
　
飯
喰
区
内
の
道
路
は
新

設
だ
が
、
紙
鹿
阿
原
区
内
3
件
の
道

路
は
完
成
し
供
用
さ
れ
て
い
る
。
認

定
の
時
期
は
ど
の
時
点
で
決
め
る
の

か
。

建
設
課
長
　
飯
喰
区
内
の
道
路
は
地

区
計
画
に
よ
り
、
今
か
ら
整
備
す
る

道
路
で
あ
り
、
都
市
整
備
課
が
担
当
。

紙
漉
阿
原
区
内
道
路
は
、
開
発
道
路

で
認
定
が
必
要
で
あ
り
、
今
後
も
随

時
認
定
を
進
め
る
。

林
議
員
　
清
水
新
居
区
ゆ
め
て
ら
す

に
、
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置

す
る
が
、
非
常
時
に
対
応
す
る
も
の

か
。

環
境
経
済
課
長
　
災
害
時
集
合
地
の

た
め
、
基
本
的
に
非
常
時
対
応
。
通

常
時
も
使
用
で
き
、
節
電
に
な
る
。

依
田
議
員
　
常
永
土
地
多
目
的
広
場

の
太
陽
光
発
電
施
設
は
、
曇
り
が
続

く
と
照
明
機
能
が
衰
え
る
の
で
は
。

都
市
整
備
課
長
　
L
E
D
の
省
電
力

型
で
蓄
え
た
電
力
は
夜
間
使
用
す
る

が
、
実
際
に
使
用
し
て
み
な
い
と
何

と
も
い
え
な
い
。

堀
議
員
　
ビ
オ
ト
ー
プ
に
は
ホ
タ
ル

の
幼
虫
を
放
流
す
る
な
ど
、
何
か
事

業
に
活
用
し
て
い
く
予
定
は
。

都
市
整
備
課
長
　
ホ
タ
ル
に
突
出
し

た
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。
完
成
後

に
生
か
し
て
い
く
こ
と
が
あ
れ
ば
関

連
課
と
協
議
し
進
め
て
い
き
た
い
。

薬
袋
議
員
　
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
等
、

安
全
対
策
は
。

都
市
整
備
課
長
　
現
在
の
工
事
に
は

計
画
し
て
い
な
い
が
、
防
犯
カ
メ
ラ

や
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
（
災
害
時
用
）

の
設
置
、
補
償
井
戸
と
の
配
管
設
備

等
を
追
加
し
、
進
め
て
い
き
た
い
。

町
道
路
線
認
定
の
時
期
は

太
陽
光
発
電
は

非
常
時
の
対
応
か

多
目
的
広
場
の

施
設
環
境
は



依田　茂巳 議員
よ し げ みだ

町
長

町
長

依
田

地
方
版
総
合
戦
略
の

進
め
方
は

総
合
計
画
と
整
合
し

連
携
す
る

本会議の議事録はホームページで検索できます。議会事務局でも閲覧できます。

土
地
確
保
や

財
政
見
通
し
が
必
要

ま
ち
の
活
性
化
策
は

第
6
次
総
合
計
画
策
定
は
、

平
成
28
年
度
か
ら
10
年

間
の
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
を
示
す
計
画

だ
が
、
よ
り
暮
ら
し
や
す
い
昭
和

町
を
目
指
す
た
め
、
地
方
版
総
合

戦
略
と
互
い
に
相
乗
効
果
を
狙
え

る
進
め
方
が
必
要
だ
。
町
長
の
考

え
は
。

地
方
版
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
は
、

4
つ
の
基
本
的
方
向
で
実
現
す
べ

き
成
果
と
し
て
「
重
要
業
績
評
価

指
標
」
を
示
し
、
具
体
的
施
策
を

設
定
し
、
特
に
ソ
フ
ト
事
業
の
推

進
が
最
優
先
さ
れ
る
。
総
合
戦
略

策
定
は
総
合
計
画
と
整
合
性
を
図
り
、

十
分
に
連
携
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

国
は
地
方
創
生
の
中
で
、

情
報
支
援
・
財
政
支
援
・

人
的
支
援
を
掲
げ
て
い
る
。
甲
府

市
と
の
人
材
交
流
も
進
め
て
い
る
が
、

地
方
創
生
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
制
度

も
活
用
で
き
、
よ
り
充
実
し
た
ビ

ジ
ョ
ン
策
定
が
可
能
と
考
え
る
が
、

ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

ま
た
女
性
の
視
点
を
ど
う
取
り
入

れ
て
い
く
の
か
。

町
の
総
合
計
画
策
定
に

関
し
、
地
方
創
生
コ
ン

シ
ェ
ル
ジ
ュ
の
活
用
は
考
え
て
い

な
い
が
、
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

や
各
種
団
体
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
実
施

な
ど
、
広
く
ご
意
見
を
聴
き
、
総

合
計
画
審
議
会
で
進
め
て
い
く
。

行
政
課
題
に
女
性
の
意
見
を
取
り

入
れ
る
こ
と
は
非
常
に
重
要
で
、

女
性
団
体
連
絡
協
議
会
な
ど
の
意

見
も
聞
き
、
計
画
を
策
定
し
て
い

き
た
い
。

第
6
次
総
合
計
画
の
中
で
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
（
公
会
堂
）
や
拠
点
と
な
る
場

の
設
置
計
画
を
位
置
づ
け
る
こ
と
は
、

防
災
や
子
育
て
、
人
材
の
発
掘
、

多
世
代
交
流
等
多
大
な
効
果
を
生

み
出
す
。
新
た
な
発
想
が
必
要
だ
が
、

町
長
の
考
え
は
。

人
口
減
少
や
少
子
高
齢

化
社
会
の
到
来
は
、
日

本
全
体
で
確
実
に
進
行
し
、
人
口

増
加
の
本
町
も
将
来
的
に
同
じ
傾

向
に
な
る
。
総
合
計
画
策
定
は
、

時
代
背
景
や
社
会
状
況
等
に
柔
軟

に
対
応
で
き
、
ど
の
よ
う
な
施
策

が
効
果
的
で
あ
る
か
、
長
期
的
な

観
点
で
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

公
会
堂
や
広
場
の
整
備
は
、
財
源

確
保
と
地
域
活
性
化
の
両
面
を
伴
い
、

土
地
の
確
保
や
財
政
状
況
の
見
通

し
が
必
要
だ
が
、
今
後
も
継
続
し

て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

広
く
意
見
を
聞
き

計
画
を
策
定
す
る

地
方
創
生
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ

制
度
と
総
合
計
画
は

依
田

依
田

町
長

創造 そして実現！まちの未来



町
長

石
原

石原　高明 議員
い し た か あ きは ら

隣接自治体と連携した地域活性化は
魅力あるまちづくりを進めていく

人
口
問
題
は
一
自
治
体

で
解
決
で
き
る
問
題
で

な
く
、
町
民
の
生
活
圏
域
に
あ
る

す
べ
て
の
自
治
体
の
総
合
力
が
問

わ
れ
る
。
国
立
社
会
保
障
・
人
口

問
題
研
究
所
に
よ
る
と
町
の
人
口

は
平
成
27
年
が
1
8
、
1
0
7
人
、

10
年
後
の
37
年
は
1
8
、
3
2
4

人
と
若
干
増
加
す
る
が
、
20
年
間

は
ほ
ぼ
同
規
模
の
人
口
推
移
と
さ

れ
て
い
る
。
町
の
人
口
の
年
齢
構

成
は
65
歳
以
上
の
人
口
割
合
は
10

年
後
に
24
・
0
％
、
20
年
後
30
・

2
％
で
、
3
人
に
1
人
が
65
歳
以

上
と
い
う
状
況
だ
。

　
住
民
生
活
は
自
治
体
の
枠
を
超

え
、
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
や
中
部

横
断
自
動
車
道
な
ど
、
人
や
モ
ノ

の
流
れ
が
大
き
く
変
わ
る
時
代
が

す
ぐ
そ
こ
ま
で
来
て
い
る
。
リ
ニ

ア
開
通
に
伴
う
ま
ち
づ
く
り
な
ど
、

大
き
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
関
係
自

治
体
が
協
議
す
る
場
が
あ
る
が
、

身
近
な
住
民
生
活
に
直
結
し
た
ソ

フ
ト
事
業
に
自
治
体
間
の
協
力
体

制
、
連
携
体
制
を
新
た
に
つ
く
る

必
要
が
あ
る
。

　
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
隣
接
自
治

体
と
連
携
し
た
施
策
展
開
と
体
制

を
形
作
り
、
よ
り
高
い
視
点
で
の

町
の
発
展
を
見
据
え
た
連
携
を
、

検
討
す
る
考
え
が
あ
る
か
。

人
口
問
題
や
少
子
高
齢

化
が
も
た
ら
す
影
響
は
、

医
療
・
福
祉
・
教
育
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
分
野
に
及
ぶ
。
今
後
、
町

が
将
来
に
向
け
て
発
展
し
て
い
く

た
め
に
、
限
ら
れ
た
人
員
や
財
源
、

行
財
政
基
盤
の
中
で
住
民
の
ニ
ー

ズ
に
対
応
し
、
事
務
の
効
率
化
を

図
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
。
甲

府
市
と
の
人
事
交
流
も
行
っ
て
お

り
、
人
事
交
流
を
通
じ
親
密
に
情

報
交
換
を
行
い
、
リ
ニ
ア
新
駅
設

置
に
伴
う
交
通
網
等
整
備
も
連
携

を
深
め
て
い
き
た
い
。

　
ま
た
、
子
ど
も
医
療
費
助
成
制

度
も
、
近
隣
市
と
勉
強
会
を
実
施

し
、
検
討
を
重
ね
た
結
果
、
平
成

27
年
10
月
か
ら
中
央
市
と
連
携
し
、

助
成
対
象
を
中
学
校
3
年
生
ま
で

拡
大
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
質
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
安

定
的
に
提
供
す
る
た
め
、
近
隣
自

治
体
の
資
源
や
機
能
等
の
活
用
を

図
り
な
が
ら
、
効
果
的
な
自
治
体

間
の
連
携
の
手
法
を
検
討
し
、
魅

力
あ
る
町
づ
く
り
を
進
め
て
い
き

た
い
。

町の発展を見据えた連携を（ふるさとふれあい祭り）



河住　保茂 議員
か わ や す し げす み

教
育
長

特別支援教育は

きめ細かく対応している

各
区
の
協
力
が
不
可
欠

道
路
サ
ポ
ー
タ
ー

制
度
の
活
用
は

河
住

河
住

学
校
教
育
法
が
改
正
さ
れ
、

平
成
19
年
4
月
か
ら
施

行
さ
れ
て
い
る
。
特
別
支
援
教
育

が
位
置
付
け
ら
れ
、
障
害
の
あ
る

児
童
・
生
徒
の
自
立
や
社
会
参
加

に
向
け
、
主
体
的
な
取
り
組
み
を

支
援
し
、
適
切
な
指
導
や
必
要
な

支
援
を
行
う
こ
と
が
必
要
だ
。

①
ダ
ウ
ン
症
な
ど
障
害
の
あ
る
児

童
の
教
育
的
支
援
の
現
状
と
今
後

の
考
え
は
。

②
特
別
支
援
教
育
を
広
く
周
知
す

る
べ
き
だ
が
現
状
は
。

特
別
支
援
教
育
は

児
童
生
徒
の
自
立

や
社
会
参
加
に
向
け
、
障
害
の
種
類
・

程
度
に
応
じ
た
き
め
細
か
な
対
応

を
行
っ
て
い
る
。

①
特
別
の
対
応
が
必
要
な
場
合
、

町
の
教
育
指
導
員
や
町
単
教
員
が

授
業
補
助
や
、
生
活
面
の
補
助
を

行
う
よ
う
に
し
て
お
り
、
生
徒
指

導
部
会
や
職
員
会
議
の
中
で
、
全

教
職
員
が
情
報
を
共
有
す
る
よ
う

心
が
け
て
い
る
。

②
教
育
委
員
会
や
学
校
と
し
て
、

子
ど
も
た
ち
だ
け
で
な
く
、
保
護

者
に
も
特
別
支
援
教
育
の
必
要
性

と
現
状
理
解
が
大
切
で
、
働
き
か

け
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
く
こ
と

が
必
要
と
考
え
て
い
る
。
今
後
も

特
別
支
援
教
育
に
力
を
注
ぎ
、
障

害
の
あ
る
者
と
な
い
も
の
が
共
に

学
べ
る
教
育
の
推
進
に
努
力
し
て

い
き
た
い
。

各
地
区
や
企
業
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
に

道
路
の
清
掃
・
道
路
植
樹
帯
の
管
理
、

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
や
ベ
ン
チ
の
塗
装

や
簡
単
な
補
修
な
ど
を
行
な
う
た
め
、

町
が
活
動
の
保
険
料
を
負
担
し
、清

掃
用
具
な
ど
の
資
機
材
貸
与
と
技

術
的
な
指
導
を
行
う
な
ど
、
道
路

サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
を
活
用
す
る
考

え
は
な
い
か
。

道
路
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度

は
行
政
が
必
要
な
各
種

支
援
を
行
う
ほ
か
、
サ
ポ
ー
タ
ー

団
体
で
は
で
き
な
い
部
分
や
協
働

し
て
行
う
べ
き
作
業
、
損
傷
情
報

に
対
す
る
対
応
を
受
け
持
つ
こ
と

に
な
る
。
こ
の
道
路
サ
ポ
ー
タ
ー

制
度
は
各
区
の
協
力
が
不
可
欠
で
、

土
木
委
員
会
を
通
じ
て
各
区
の
考

え
を
伺
い
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

道路サポーターを推奨し、町道の管理を

町
長



町
長

河
田

子ども・子育て支援事業計画の課題は
受け入れ施設の確保が課題

充
実
し
た
手
厚
い
学
童
保
育
を

河田あけみ 議員
か わ だ

本
年
3
月
「
子
ど
も
が
、

親
が
、
地
域
が
育
つ
、

子
育
て
支
援
の
ま
ち
昭
和
町
」
を

基
本
理
念
と
し
た
、
昭
和
町
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
事
業
計
画
が
ス
タ
ー

ト
し
た
。

　
今
回
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

法
は
、
女
性
が
子
育
て
を
し
な
が

ら
働
き
や
す
い
環
境
を
整
え
る
た

め
、
小
学
3
年
生
ま
で
の
放
課
後

学
童
保
育
を
、
6
年
生
ま
で
対
象

に
す
る
こ
と
が
盛
り
込
ま
れ
た
。

常
永
小
学
校
区
の
学
童
保
育
施
設

は
、
今
後
増
築
等
が
検
討
さ
れ
て

い
る
が
、
学
期
途
中
で
転
入
し
て

く
る
学
童
保
育
希
望
者
に
は
、
応

え
ら
れ
な
い
現
状
が
あ
る
。
今
後

の
学
童
保
育
の
利
用
推
移
と
、
利

用
者
の
不
公
平
感
に
つ
い
て
、
町

の
考
え
を
聞
き
た
い
。

　
学
童
保
育
の
場
は
、
子
育
て
支

援
だ
け
で
な
く
、
高
齢
者
と
の
交

流
拠
点
と
し
て
も
、
地
域
の
担
い

手
づ
く
り
に
も
活
用
さ
れ
て
い
る

地
域
も
あ
る
。
公
会
堂
等
の
利
用

を
町
内
の
モ
デ
ル
と
し
て
検
討
す

べ
き
だ
。

　
子
育
て
し
や
す
い
町
と
し
て
、

全
国
で
も
注
目
さ
れ
て
い
る
昭
和

町
と
し
て
、
子
ど
も
の
総
合
窓
口

と
な
る
よ
う
な
「
子
ど
も
課
」
「

子
育
て
支
援
課
」
（
仮
称
）
を
設

置
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
当

た
る
べ
き
で
は
と
考
え
る
が
、
町

の
考
え
は
。子

ど
も
・
子
育
て
支
援

制
度
に
合
わ
せ
、
3
月

に
昭
和
町
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

事
業
計
画
を
定
め
、
さ
ま
ざ
ま
な

事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
全

て
の
児
童
館
が
定
員
オ
ー
バ
ー
で

転
入
児
童
の
受
け
入
れ
が
で
き
ず
、

受
け
入
れ
施
設
の
確
保
が
課
題
だ
。

　
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
は
会
員

相
互
の
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度

で
、
基
本
的
に
利
用
者
が
援
助
会

員
に
料
金
を
支
払
い
成
り
立
つ
仕

組
み
。
町
で
は
学
童
保
育
を
無
料

で
実
施
し
て
お
り
、
今
後
、
学
童

保
育
の
保
護
者
負
担
も
協
議
す
る

必
要
が
あ
る
。

　
地
域
の
子
育
て
支
援
定
着
の
た

め
、
公
会
堂
の
利
用
を
と
い
う
意

見
は
、
職
員
の
配
置
や
責
任
の
所

在
、
安
全
管
理
上
の
課
題
も
あ
り
、

モ
デ
ル
と
し
て
実
施
す
る
こ
と
に

難
し
さ
を
感
じ
て
い
る
。
学
童
保

育
利
用
料
の
徴
収
を
検
討
し
な
が

ら
、
学
童
保
育
を
必
要
と
す
る
家

庭
が
入
会
で
き
る
よ
う
、
常
永
児

童
館
の
増
築
で
受
け
入
れ
態
勢
を

整
備
し
て
い
き
た
い
。

　
総
合
窓
口
に
な
る
よ
う
な
課
の

新
設
に
つ
い
て
は
、
福
祉
業
務
、

介
護
保
険
等
の
業
務
を
精
査
す
る

中
で
検
討
し
て
い
く
。



小川町議会の皆さま､ありがとうございました

　7月7日～8日に広報編集特別委員会で県外
研修に行ってきました。1日目は埼玉県小川
町議会へ行政視察。小川町議会の広報誌は読
みやすいレイアウトで見た目もすっきりとし
た構成でデザイン性も豊か。そんな広報誌の
編集づくりの背景を学んできました。

対話と参加の広報を目指し

　2日目は県町村議会議長会による町村議会
広報クリニックに出席しました。全国各町
村議会広報誌を参照し、講師による指摘、
講義を受けてきました。2日を通し、改めて
広報編集の難しさ、有意義さを実感しました。

広報編集特別委員会研修

一般交通安全功労団体表彰
平成27年6月

　南甲府交通安全協会より交通安全功労
団体として表彰をいただきました。これ
からも昭和町議会として地域の安全を守
る活動に尽力していきます。

全国町村議会議長会 町村議会特別表彰
平成27年2月

　全国町村議会議長会において町村議会特別表彰を受
賞しました。これは地域の振興発展、及び住民福祉の
向上のため議会の活性化に積極的に取り組んだことへ
の表彰で、県内初の受賞であります。これからも賞に
恥じることなく、議会改革に邁進していきます。

交通安全運動街頭指導を行っています（年4回）

全国町村議会正副議長
研修会にてパネリスト
として出席（三井猛議長）

受賞した喜びを
祝い議場にて



議員の質問に、当局がその後どのように対応し、どうなっているのかを追跡・検証してみました。

そ
の
後

今定例会（平成27年6月）にお
いて、医療費無料化を15歳（中
学3年生）までに引き上げる。
平成27年10月から施行。

1
平成22年6月議会　質問者：深澤平助議員

中学生まで医療費無料化を

町の子ども医療費無料化は、平成20
年から小学6年生までを対象として
いるが、県内14町村中すでに11町村
が中学3年生までを対象としている。
本町でも早期実現を切望するが。

医療費無料化に伴う財源確保も必要
なため、高齢者施策と同様、相対的
に検討していく。

子育て支
援の充実

へ



7月
7月
7月
8月
9月
10月
11月
1月

（木）
（火）
（木）
（金）
（火）
（月）
（木）
（金）

9日
14日
23日
21日
29日
19日
12日
15日

「地方自治と地方議会改革入門」
「議会改革の到達点－議会基本条例を使いこなす」
「地方創生時代の総合計画の意義と課題」
「大型商業施設と既存商店の共存のあり方について」
「これからの高齢化社会と地域福祉」
「財政状況の見極め方と不交付団体の財政の課題
「市街化調整区域の諸課題について」
「新しい教育委員会制度とその課題」

江藤俊昭政治行政学科教授
　　　　　〃
　　　　　〃
今井久現代ビジネス学部教授
竹端寛政治行政学科教授
片田興法学科教授
中井道夫政治行政学科教授
外川伸一政治行政学科教授

●12月4日（金）には山梨学院大学においてワークショップを開催！

日　程 内　容 講　師

山梨学院大学との提携行事

昭和町議会では、昭和町議会モニター設置要綱に基づき、議会モニターを募集します。
この制度は、モニターの皆さまから町づくりや議会の運営に関し、ご意見やアイデア
をいただき「住んでよかった昭和町」の実現に反映させるため制定したものです。

募集要領

・年齢18歳以上の町民で昭和町在住、在勤、在学する人（公務員等を除く）
・議会のしくみおよび運営に関心のある人
・議会広報に関心のある人

資　格

・常永、押原、西条地区各2名　計6名
定　員

・2年（平成27年9月委嘱予定）
任　期

・無償（議長が必要と認めるときは支給）
謝　礼

・平成27年8月31日まで
募集期間

　昭和町役場議会事務局：今澤、磯部
　電話：055－275－8842　eメール：gikai@town.yamanashi-showa.lg.jp

問い合わせ先および申込み先



こ
ん
な
ご
意
見
を

い
た
だ
き
ま
し
た
！

議会だより166号（この号）を読んでくださいヒント

正解者の中から抽選で5名の方に
図書カードをお送りいたします。

《応募方法》
はがきに「答え・住所・氏名（ふりがな）・年齢・議会だ
よりを読んだ感想」を記入してください。FAXやメー
ルも受け付けます。
議会への要望・意見等もありましたら、お受けします。

《あて先》
●〒409-3880　昭和町押越542-2
　昭和町議会事務局「議会クイズ係」宛
●FAX：055-275-5250　
●メール：gikai@town.yamanashi-showa.lg.jp

《しめきり》
　8月末日　消印有効

特集　新議会構成、○○会にてスタート！1
○○○広場いよいよ工事はじまる！2
広報改革を求め・・・埼玉県○○町議会視察！3
名誉ある賞！当議会が全国町村議会○○○○に輝く！！4

空欄に当てはまる言葉を入れてください。 165号クイズの答え
① 特別表彰
② 4
③ 松崎・小布施

議員の一般質問の内容を知ることができて役にたった。

（56歳・女性）

議会だよりを読んだ感想

（75歳・女性）

（
68
歳
・
女
性
）
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梨
県
昭
和
町
議
会

〒
4
0
9
-3
8
8
0

山
梨
県
中
巨
摩
郡
昭
和
町
押
越
5
4
2
-2

■
発
　
行

議
長

　三
井
　
猛

■
発
行
人
　

広
報
編
集
特
別
委
員
会

■
編
　
集

印
刷
㈱
東
洋
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス

　
昨
年
9
月
に
甲
府
市
よ
り
昭
和
町
に
引
っ
越
し
、

歯
科
医
院
を
開
業
し
て
は
や
1
年
に
な
り
ま
す
。

　
人
口
減
少
が
叫
ば
れ
る
山
梨
に
お
い
て
、
昭
和
町

は
人
口
増
加
傾
向
に
あ
り
、
今
後
も
発
展
す
る
可
能

性
を
持
つ
地
域
と
思
い
ま
す
。

　
大
型
商
業
施
設
、
大
小
の
飲
食
店
や
商
店
等
も
多

く
、
居
住
す
る
の
に
利
便
性
が
あ
り
、
な
お
か
つ
自

然
も
残
り
暮
ら
し
や
す
い
。

　
た
ま
に
仕
事
な
ど
で
東
京
な
ど
都
市
部
に
行
き
ま

す
と
、
狭
い
土
地
に
高
い
ビ
ル
、
交
通
量
も
多
く
全

て
が
せ
せ
こ
ま
し
く
騒
が
し
い
。
た
し
か
に
公
共
交

通
機
関
が
網
羅
さ
れ
て
便
利
で
あ
り
、
娯
楽
も
多
く

あ
り
ま
す
が
、「
こ
こ
で
一
生
暮
ら
す
の
か
、
子
ど
も

を
育
て
る
の
か
」
と
考
え
る
と
、
疑
問
を
抱
き
ま
す
。

　
最
近
の
調
査
で
移
住
し
た
い
県
の
一
位
に
山
梨
が

選
ば
れ
ま
し
た
。
田
舎
で
あ
り
な
が
ら
首
都
圏
に
あ

り
、
居
住
環
境
の
良
さ
と
自
動
車
や
電
車
で
容
易
に

東
京
に
出
ら
れ
る
た
め
と
思
わ
れ
ま
す
。

 
山
梨
は
ま
だ
ま
だ
発
展
す
る
可
能
性
を
秘
め
て
い

る
県
で
す
。
そ
の
山
梨
で
、
そ
の
中
で
も
昭
和
町
で

の
暮
ら
し
を
よ
り
快
適
に
で
き
る
よ
う
、
地
域
に
根

付
き
、
ま
た
歯
科
医
と
し
て
皆
さ
ま
の
お
口
の
健
康

か
ら
、
地
域
に
貢
献
で
き
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
一
生
住
む
な
ら
昭
和
町
に
し
よ
う
。
そ
う
思
う
よ

う
に
な
っ
た
の
は
11
年
前
、
ま
だ
町
内
の
ア
パ
ー
ト

に
住
ん
で
い
た
こ
ろ
、
町
の
母
親
学
級
に
参
加
し
た

時
で
し
た
。
高
齢
出
産
等
で
不
安
を
抱
え
て
い
た
私

が
、
知
識
が
豊
富
で
優
し
い
笑
顔
の
若
い
保
健
師
さ

ん
に
、
ど
れ
ほ
ど
勇
気
づ
け
ら
れ
た
こ
と
か
、
そ
こ

に
は
確
か
に
「
町
民
の
た
め
に
」
と
い
う
思
い
が
あ

り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
築
地
新
居
に
移
り
住
ん
だ
私
た
ち
家
族

を
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
温
か
く
受
け
入
れ
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
今
も
、
玄
関
先
に
野
菜
を
置
い
て
い
っ

て
く
だ
さ
る
方
、
娘
に
田
植
え
を
体
験
さ
せ
て
く
だ

さ
る
方
、
娘
が
一
人
で
留
守
番
を
し
て
い
る
時
、
お

菓
子
を
持
っ
て
様
子
を
見
に
来
て
く
だ
さ
る
方
、
編

み
物
を
教
え
て
く
だ
さ
る
方
、
皆
さ
ま
に
は
心
か
ら

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　
娘
は
言
い
ま
す
。
「
あ
い
さ
つ
す
る
の
が
大
好
き
。

だ
っ
て
み
ん
な
う
れ
し
い
顔
し
て
く
れ
る
も
ん
。
」

　
地
域
に
守
り
育
て
ら
れ
、
お
か
げ
さ
ま
で
伸
び
伸

び
と
、
ま
っ
す
ぐ
に
成
長
し
て
お
り
ま
す
。
昨
年
、

11
年
前
に
お
世
話
に
な
っ
た
保
健
師
さ
ん
が
、
総
合

会
館
で
「
な
な
ち
ゃ
ん
？
大
き
く
な
っ
た
ね
え
」
と

声
を
か
け
て
く
だ
さ
り
、
感
激
し
ま
し
た
。
小
さ
い

か
ら
こ
そ
支
え
あ
え
る
町
、
便
利
な
町
に
発
展
し
て

も
、
温
か
い
人
の
つ
な
が
り
は
続
い
て
い
ま
す
。

可
能
性
を
秘
め
た
昭
和
町

住
み
良
い
町

築
地
新
居
区

奥
平
　
一
美
さん

お
く

だ
い
ら

か
ず

み

押
越
区小

澤
　
　
篤
さん

お

あ
つ
し

ざ
わ

●
広
報
編
集
特
別
委
員
会

　
委
　

員
　

長
　
　
石
原
　
高
明

　
副
委
員
長
　
　
堀
　
　
門
太

　
委
　
　
員
　
　
林
　
　
和
仁
　
石
原
　
一
好

　
　
　
　
　
　
　
金
丸
　
富
一
 
依
田
　
茂
巳

（
今
澤
・
磯
部
）

（
今
澤
・
磯
部
）

広報コンクール議
会広報紙部門

町村部門において
受賞した№160号

平
成
26
年
度


